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1970 年代から 1980 年代にかけては年間 30 万トン
前後が消費され、段階的な規制を経て 2006 年には原
則禁止となり、2012 年には適用除外品も含めて全面
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石綿の管理濃度を 150 f/L に変更
（2005施行） 






















































ル 1 の方が発じん性が高く、レベル 3 は相対的に発
じん性が低いとされる。なお、石綿含有建材のうち、
ケイ酸カルシウム板には天井板や壁等に使われるケ
イ酸カルシウム板第 1 種（厚さ 4 mm~10 mm）と鉄
骨の耐火被覆材として使われるケイ酸カルシウム板
第 2 種（厚さ 12 mm~70 mm）が存在するが、前者
は石綿含有成形板としてレベル 3 に、後者は石綿含
有耐火被覆材としてレベル 2 に分類される。 













表 2 石綿則による建材のレベル分類 
分類 対応建材 発じん性 
レベル 1 石綿含有吹き付け材 著しく高 
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のため、レベル 3 建材への対策強化も論点の 1 つと
なり、2012 年 12 月にとりまとめられた、「中央環
境審議会大気環境部会石綿飛散防止専門委員会中間




























り、表 3 に一覧を示す。 
表 3 レベル 3 建材を届出対象とする自治体 
自治体名 対象となる規模要件 
大阪府 床面積 1000 m2以上 
兵庫県 床面積 80 m2以上 
鳥取県 床面積 10 m2以上 かつ
撤去成形板面積 10 m2以上 
神奈川県横浜市 対象建材（「石綿を含有す
るセメント板及び石綿布」）
の使用面積 1000 m2以上 
神奈川県川崎市 石綿含有成形板の使用面積
500 m2以上 
東京都練馬区 床面積 80 m2以上 
東京都小金井市 床面積 80 m2以上 
出典：8) 2012 年時点の情報であることに注意 
 








ていた。レベル 1 の建材については遅くとも 1989




綿含有率は最大でも 25%（1989 年以降は 15%）で
あり、レベル 1 の吹付け石綿（含有率 60～70%）や


















1956年ごろから 1989年に施工された延べ面積 1000 
m2 以上の建築物を対象に使用実態把握と飛散防止
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Jozef S. Pastuszka は、建物外壁の風による揺れ
を模擬し、石綿セメント板に物理的な衝撃を与えた
ときの浮遊性繊維の飛散率を測定した 13)。キャビネ
ット内に置いたセメント板に、19 g の鉄球 10 個また
は 450 g の鉄球 1 個を高さ 23 cm から落とし、それ









あった建材に振動を与えた際の排出係数は  3.1 x 
103 f/(m2 J) であったが、この建材を破砕した際の排










































散量。密閉容器内でスラグ石膏板（長さ 200 mm 幅
80 mm 厚さ 6 mm かさ比重 1.6 g/cm3 クリソタ













しかしながら、実際には、レベル 1 レベル 2 建材
の事前調査や、除去作業の監視も十分ではないとの
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